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東
日
本
大
震
災
は
、
戦
後
最
悪
と
な
り
ま
し

た
。
犠
牲
者
及
び
被
災
者
の
方
々
に
心
か
ら
お

悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

想
像
を
絶
す
る
困
難
な
中
で
、
行
政
、
医
療
、

福
祉
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
人
び
と
が
不
眠
不

休
の
救
援
活
動
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

国
民
は
、
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
地
域
の
生

活
、
営
業
、
産
業
な
ど
の
再
建
・
復
興
を
、
そ

し
て
、
原
発
事
故
の
恐
怖
か
ら
安
全
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
へ
の
転
換
を
真
剣
に
望
ん
で
い
ま
す
。

　

国
は
こ
の
国
民
の
切
実
な
願
い
を
し
っ
か
り

受
け
と
め
、
国
民
に
正
確
な
情
報
を
伝
達
し
、

こ
の
未
曾
有
の
大
災
害
に
対
し
総
力
を
あ
げ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
中
で
、奇
跡
的
に
生
還
を
果
た
し
た
人
々

や
希
望
を
失
わ
ず
困
難
を
乗
り
越
え
よ
う
と
力

を
合
わ
せ
る
被
災
者
の
姿
に
、
ま
た
、
被
災
者

の
苦
し
み
や
悲
し
み
に
寄
り
添
い
募
金
・
救
援

活
動
な
ど
創
意
あ
ふ
れ
る
全
国
そ
し
て
世
界
の

人
び
と
の
支
援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
姿
に
、

私
た
ち
は
改
め
て
、
こ
の
国
の
中
に
、
人
と
人

と
の
絆
が
し
っ
か
り
息
づ
い
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
生
き
る
こ
と
へ
の
力
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

あ
る
こ
と
を
実
感
し
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
す
。

　

三
・一
一
か
ら
、
日
本
が
、
憲
法
の
理
念
に
基

づ
き
、
国
民
の
生
命
や
生
活
、
安
全
が
第
一
に

守
ら
れ
る
「
再
生
・
日
本
」
と
し
て
新
た
な
歴

史
を
刻
ん
だ
と
言
え
る
日
を
必
ず
迎
え
る
た
め

に
、
今
私
た
ち
は
将
来
を
見
す
え
何
が
で
き
る

の
か
、
何
を
す
べ
き
か
を
と
も
に
考
え
行
動
し

た
い
と
思
い
ま
す
。た

か
さ
き
法
律
事
務
所
一
同

ご
あ
い
さ
つ

◆―5月6日（金）より新事務所で業務を開始いたします。

知床五湖の春・三湖（斜里町）
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事
務
所
を
移
転
し
ま
す
。

　

事
務
所
と
み
な
さ
ま
を
つ
な
ぐ
事
務
所
ニ
ュ
ー
ス
を

「
プ
ラ
テ
ー
ア
―
ひ
ろ
ば
」
と
名
づ
け
、
弁
護
士
二
名

事
務
局
二
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
「
ひ
ろ
ば
」
と
は
、
そ
こ
に
人
び
と
が
集
ま
り
、
そ

こ
か
ら
道
が
で
き
町
が
で
き
、
人
び
と
の
交
流
の
輪
が

広
が
る
、
そ
の
「
原
点
」。

　

わ
た
し
た
ち
の
事
務
所
が
、
み
な
さ
ま
の
生
活
や
営

業
、
権
利
を
ま
も
る
法
律
事
務
所
と
し
て
、
多
く
の
人

び
と
が
集
ま
り
、
交
流
す
る
「
ひ
ろ
ば
」
で
あ
り
た
い

と
の
願
い
を
込
め
名
づ
け
ま
し
た
。

　

こ
の
思
い
を
胸
に
、
多
く
の
み
な
さ
ま
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
今
日
ま
で
歩
ん
で
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
事
務
所

移
転
を
機
に
、
さ
ら
に
一
層
み
な
さ
ま
と
の
絆
を
深
め

広
げ
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

所
員
一
同
、「
ひ
ろ
ば
」
に
込
め
た
私
た
ち
の
原
点

を
改
め
て
心
に
深
く
刻
み
、
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（        　　 ）
◆最寄駅：地下鉄／東西線「西11丁目」駅　徒歩1分

TEL：011-261-7738 FAX：011-261-7718

◆新事務所住所：〒060-0042　
　札幌市中央区大通西10丁目4番地133　第3有楽・寺島ビル7階

電話番号、FAX番号と
もに従前と変わりません

事
務
所
移
転
の

お
知
ら
せ

東京ドーム
ホテル札幌

（旧後楽園ホテル）

南大通

大通西9丁目

キタコーセンター
ビルディング

北大通

新事務所

旧事務所

3番出口

南大通ビル

4番出口
大通公園
大通西10丁目

石
山
通 札幌第2

合同庁舎

札幌
弁護士会館

中央区役所前

コンチネンタルビル

地下鉄西11丁目駅
地下鉄東西線

市電

大通西11丁目

札幌高等
地方裁判所

ロイトン札幌

大通西12丁目

札幌第3
合同庁舎

札幌家庭裁判所
札幌簡易裁判所

芸術文化の館

札幌市
資料館

札幌市
教育文化会館

UHB

道道宮の沢　北1条線

N
　
新
事
務
所
の
開
所
日
は
五
月
六
日
（
金
）
で
す
。

　

事
務
所
移
転
の
た
め
、
四
月
二
八
日
（
木
）
か
ら
五
月
五

日
（
木
）
ま
で
、
事
務
所
を
休
業
致
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
急
ぎ
の
方
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
ご
利
用
下
さ
い
。
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　2月15日、設立5周年記念講演会が開かれま
した。
　160名の会場が満員となる盛況の中、二胡
と三線の演奏後、北海道の植物写真家の第一
人者である梅沢俊氏が、「花の魅力」と題し
て講演を行ないました。植物が種を残すため
に行なっている様々な工夫を、スライド写真
を見ながら解説していただき、自然の奥深さ
に魅せられました。
　平和であるからこそ、この日感じた自然の

「魅力」に触れることが出来る、そのためにも、
平和を守る憲法9条
の大切さを伝え続け
ていく必要があると
改めて感じました。

即日・休日相談開始のお知らせ
　事務所移転に伴い、次のような相談受付を
新設します。大いにご利用下さい。

1．即日相談
　その日のうちに相談を希望される方に対
し、平日午後3時から午後7時までの間に直
ちに対応します。先着順となりますので、ま
ずは予約のお電話をお願い致します。

2．休日相談
　土曜日、日曜日、祝日の相談にも対応しま
す（一部対応できない日もございますので
ご了承下さい）。事前予約のお電話をお願い
致します。

 弁護士　山内　崇史

たかさき法律事務所9条の会
　―設立5周年記念講演会

　
講
師
に
、
早
稲
田

大
学
教
授
の
水
島
朝

穂
氏
を
お
招
き
し

て
、「
平
和
主
義
の

立
場
に
立
っ
た
適
切

な
外
交
」
の
実
現
の

た
め
に
憲
法
九
条
が
果
た
す
役
割
等
を
改
め
て
考
え

ま
す
。

　
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時
：
二
〇
一
一
年
四
月
二
五
日
（
月
）

午
後
六
時
半
〜

場　

所
：
か
で
る
2
・
7
大
会
議
室

資
料
代
：
五
〇
〇
円

憲
法
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
ご
案
内

「
二
〇
一
一
許
す
な
壊
憲
！

道
民
集
会
」
の
ご
案
内

日
　
時　
二
〇
一
一
年
五
月
三
日
（
火
）

午
前
一
〇
時
～

講
　
師　
松
竹
伸
幸
氏

（
株
式
会
社
か
も
が
わ
出
版
東
京
オ
フ
ィ
ス
所
長
）

テ
ー
マ　
「
幻
想
の
抑
止
力
」

（
日
米
安
保
条
約
の
問
題
点
な
ど
）

場
　
所　
か
で
る
2
・
7　

か
で
る
ホ
ー
ル

資
料
代　
五
〇
〇
円

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

道弁連理事長退任のごあいさつ

　この間、みなさまにご迷惑をおかけしました。
4月より、弁護士業務に専念しています。この
経験を活かしサービスの充実を目指します。

弁護士　高崎　　暢

講演を行なう
梅沢　俊 氏
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全
国
初
の
快
挙
！

道
議
会
が
非
常
駐
支
部

解
消
の
意
見
書
採
択

憲
法
記
念
講
演
会
の
ご
案
内

井
上
ひ
さ
し
没
後
一
周
年
記
念

緊
急
・「
職
場
の
自
殺
一
一
〇
番
」
の
実
施

弁
護
士
　
吉
田
　
玲
英

弁
護
士
　
高
崎
　
　
暢

　

三
月
九
日
、
北
海
道
議
会
は
、

裁
判
官
が
常
駐
し
て
い
な
い
地
裁

支
部
（
全
道
一
〇
か
所
）
を
解
消

し
、
住
民
の
裁
判
を
受
け
る
権
利

を
保
障
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意

見
書
を
、全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

　

今
期
、
道
弁
連
は
、
非
常
駐
支

部
の
現
状
は
、
住
民
の
裁
判
を
受

け
る
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ

る
と
し
て
、
昨
年
一
二
月
、
初
め

て
支
部
協
議
会
を
開
く
な
ど
、
こ

の
問
題
に
取
り
組
み
、
意
見
書
採

択
実
現
を
一
一
の
地
方
議
会
に
働

き
か
け
て
き
た
。

　

四
月
二
日
現
在
、
非
常
駐
支
部

を
抱
え
る
自
治
体
の
う
ち
一
○
議

会
で
同
種
の
意
見
書
が
採
択
さ
れ

た
。

　

司
法
過
疎
は
住
民
へ
の
権
利
侵

害
で
あ
る
こ
と
を
広
く
知
ら
せ
、

一
日
も
早
く
、
裁
判
官
の
非
常
駐

支
部
を
解
消
し
た
い
。

　

井
上
氏
の
作
品
は
、
笑
い
、
社
会
批
判
、
サ
ス

ペ
ン
ス
に
満
ち
て
い
る
。
そ
の
精
神
で
、「
九
条
の

会
」
の
呼
び
か
け
人
と
し
て
全
国
を
回
っ
た
。
昨

年
四
月
永
眠
。
遺
志
は
引
き
継
が
れ
、「
会
」
は
草

の
根
の
運
動
を
拡
げ
て
い
る
。
早
乙
女
氏
も
、「
東

京
大
空
襲
・
戦
争
資
料
セ
ン
タ
ー
」
の
初
代
館
長

と
し
て
、
戦
争
の
悲
劇
を
訴
え
て
い
る
。

　

井
上
氏
の
「
憲
法
九
条
を
守
ろ
う
」
と
い
う
初

心
を
思
い
起
こ
し
、
平
和
の
大
切
さ
を
考
え
る
機

会
で
あ
る
。

＊
講
　
演　
作
家　

早
乙
女
勝
元
氏

　

憲
法
と
平
和
と
私
と 

―
あ
る
作
家
の
体
験
か
ら
―

＊
日
　
時　
二
〇
一
一
年
四
月
二
三
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
〇
分

＊
場
　
所　
札
幌
市
教
育
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

＊
主
　
催　
同
実
行
委
員
会
（
委
員
長
高
崎
暢
）

＊
後
　
援　
札
幌
市

東
日
本
大
震
災

義
援
金
に
ご
協
力
を

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
の
救
援

及
び
被
災
地
の
復
興
支
援
の
た
め
、
義
援
金

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
集
ま
っ
た
義
援
金

は
、
北
海
道
弁
護
士
会
連
合
会
を
通
じ
て
、

東
北
弁
護
士
会
連
合
会
へ
届
け
ま
す
。
義
援

金
の
送
金
先
は
以
下
の
と
お
り
で
す
（
送
金

手
数
料
は
無
料
）。

北
洋
銀
行　

札
幌
西
支
店　

普
通
預
金
口
座

口
座
番
号　

５
０
６
８
７
４
０

東
日
本
大
震
災
義
援
金 

た
か
さ
き
法
律
事

務
所

（
ひ
が
し
に
ほ
ん
だ
い
し
ん
さ
い
ぎ
え
ん
き
ん

た
か
さ
き
ほ
う
り
つ
じ
む
し
よ
）

　

一
三
年
連
続
三
万
人
を
超
え
る
自
殺
者
。
三
月
五

日
、
過
労
自
殺
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
自
殺
に
焦
点
を
当

て
た
、
全
国
一
斉
「
緊
急
電
話
相
談
・
職
場
の
自
殺

一
一
〇
番
」
を
実
施
し
た
。

　

深
夜
三
時
過
ぎ
ま
で
の
長
時
間
労
働
が
続
き
、
成

績
不
振
で
上
司
に
強
く
叱
責
さ
れ
、
そ
の
一
週
間
後

に
自
殺
し
た
四
〇
代
の
男
性
の
事
例
な
ど
、
全
国
で

一
五
三
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、
聞

く
だ
け
で
も
辛
く
な
る
、「
仕
事
に
殺
さ
れ
た
」
と

い
う
被
害
者
の
叫
び
で
あ
っ
た
。

　

労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境
は

深
刻
で
あ
り
、
過
労
死
、
過
労

自
殺
な
ど
は
あ
と
を
絶
た
な
い
。

労
働
者
が
人
間
ら
し
く
働
け
る

環
境
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強

く
感
じ
た
。


